
６ 本時 １組（９/11） 

（１）本時の目標 

    書いた文を並べ替えて、つながりのある文章を書くことができる。 

（２）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 
◇評価規準 

（評価方法） 

導入 

 

 

 

１ 単元のねらいを確認し、本時のねら

いをつかみ、めあてや学習方法を確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 短冊カードを並び替えて書く順序

を考え、番号を付ける。 

 ・文と文のつながりを確かめながら並

び替えるようにする。 

 ・付け足したい言葉があれば、短冊に

書き加えていく。 

 

３ 並び替えた短冊を友達に見せる。

（尊）（表） 

 ・文と文のつながりがわかりやすくな

っているのか、声に出して読んでみ

る。 

 

４ 文章を書く。（言） 

 

 

・書く順序は、知らせたいこ

とから書いたり、実物を見

たことがない人がイメー

ジしやすいようなこと（体

の形等）から書いたりする

ことをおさえる。 

 

・読みやすい文になってい

るのか、意見を交流する。 

・ハンドサインを活用して、

よさを認め合えるように

する。 

 

・誤字・脱字がないかを確認

しながら書くように指導

する。 

 

 

 

 

 

 

 

◇文章を読み返し、

語と語や文と文

の続き方を確か

めることができ

る。（短冊カード、     

観察） 

 

まとめ 

 

 

５ 学習を振り返り、次時の見通しをも

つ。 

・本時で学習したことをワークシート

に書き込む。(表)(言) 

 

・本時の学習を振り返り、ワ

ークシートに記入するよ

うに指示する。 

 

 

 

 

（３）板書計画 

 

よみやすいぶんになるように、ならべかえて、かいてみよう。 
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